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1. はじめに 

今日，建設業においては安全上の規制が整備され，安全設備の充実，安全対策の向上や安全教育指導が徹底

されている．しかし，労働災害による建設業就労者の死傷者数は減少傾向にはあるものの，死亡者数は最近の

15 年間程度は横這い状態である 1)．プレストレストコンクリート橋（PC 橋）架設時においても，作業員の墜

落や落下による事故，建設機器やクレーンなどによって挟圧される事故，及びガーダーの崩壊や倒壊による事

故など多様な事故事例が報告されている．事故の原因として，就労者の高齢化，無理な工期，コスト節約の追

及，技術継承の問題，安全意識の低下，および安全教育の形骸化などがあげられる．また，作業現場において

も，従来の規制による安全管理には限界があるのではないかという指摘もなされている 2）．このような状況に

おいて，過去の事故事例から各作業あるいは各架設工法などにおいて発生している事故の原因を把握すること

により，作業現場における安全意識を高めることが重要であると考えられる． 

本研究では，いくつかの事故に関する情報から事故の原因を推定することを目的として，作業名，架設工法，

架設様式，作業員の職種，年齢などを事故の特徴量として SOM(Self-Organizing Maps)を用いて事故事例の傾向

を把握することを試みた．SOM によって視覚化された事故事例データは画像マップとしてデータベースに保

存され，Web 上から閲覧することも出来る．これらのマップを閲覧することによって，これから実施する作業

において発生する可能性の高い事故の原因を把握することができ，より具体的な安全管理の実現が可能となる． 

2. 自己組織化マップ(Self-Organizing Maps：SOM) 

1984 年にヘルシンキ大学の Kohonen によって提案された SOM は，ニューラルネットワーク・モデルのひと

つで，非線形多変量のデータに潜む有用な知識を可視化するための効率的な手法 3)として注目を集めている．

多くのノードが格子状に配置され，各ノードは n 次元のベクトルを持つ．最初に入力ベクトル(X=[x1，x2，…，

xn])が読み込まれ，それに最も近いベクトルを持つノードがひとつ選び出される．次に，その周辺のノードを

最初のノードのベクトルに少しずつ近づけていく．このことは学習を意味し，学習を繰り返すことによって近

似したデータの特徴を持つマップを生成する．マップは一般に 2 次元平面に表示され，同じ特徴を持つデータ

が互いに近い位置に配置される．つまり，n 次元から 2 次元への次元の変換を行うことによって，データ間の

位置関係を認識しようというものである． 

3．システムの概要 

本研究では，PC 橋架設現場において実際に発生した事故に関する様々な要因から，事故の原因を推測するこ

とが目的なので，原因に関する項目を除いた組織化に有効と思われる 13 項目を入力ベクトルとした．表 1 に

示すように時刻，曜日，作業工程，名称，架設工法，架設様式，事故の型，年齢，職種，経験年数，疾病程度，

障害の部位，障害の型の情報を入力ベクトルの各次元とした．また，入力ベクトルにおいて各々の次元の間で

数値の範囲に違いがあると，マップ化する際に数値範囲の大きなものに影響を受けやすい傾向があり，正しく

分類できなくなる可能性が大きい．そのため，各次元の数値を 0 から 100 の間に正規化を行い，マップの作成

を試みた． 
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表 1 事故事例の特徴量（入力ベクトル） 

 

4．結果と考察 

 本システムを用いた自己組織化マッ

プの例を図 1 に示す．マップを生成す

るにあたって，マップサイズは60×50，

初期学習回数は 20000 回，学習近傍領

域の初期値は 10，マップに使われてい

る学習近傍の形状は 6 角格子型，近傍

関数の種類はステップ関数とした．図

1 を見ると，入力されたデータが分類

されて，近似したデータがグループ化

されていることがわかる．色の濃い格

子は，より位相が離れていることを意

味する．No103，No104，No105 の含ま

れるグループ 1 は，入力データのう           図 1 生成されたマップ 

ち作業工程,作業名,架設工法,事故の型,作業員の職種の項目が全て一致している．このグループの事故原因は全

て“合図なしに行動した”という分類であり,同じグループにまとめられたデータの原因が一致したことにな

る．そして No78，No79，No80 の含まれるグループ 2 も同様に入力データに類似点が見られ，原因は“不安

全な器具の使用”で一致している．これらのことから，事故の原因の項目を除いた入力データによって生成さ

れるマップから，事故の原因を推測することが可能であるといえる． 

5．おわりに 

 本研究では自己組織化マップを用いて，PC 橋架設時における事故原因の推測を試みた．その結果，生成さ

れたマップは原因別に別れており，SOM によって原因の推測が可能であることがわかった．今後は SOM 画像

マップからの事故事例の検索手法も検討し，安全管理をより効果的に進めることができるシステムの構築を目

指していく必要がある． 
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